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2023 年 10 ⽉ 17 ⽇
各 位

会 社 名  株 式 会 社 サ ン オ ー タ ス
代表者名 代表取締役社⻑ 北野 俊

（コード番号：7623 東証スタンダード市場）
問合せ先 取締役モビリティ部⻑ 中村 直
電話 045-473-1211（代表）

株式会社サンオータス×神奈川県×京浜急⾏電鉄株式会社 
脱炭素化、地域課題解決に向けた連携協定締結のお知らせ 

当社は、脱炭素化の実現に向け、2023 年 10 ⽉ 24 ⽇（⽕）に神奈川県、京浜急⾏電鉄株式会社（本社：
横浜市⻄区、取締役社⻑ 川俣 幸宏 以下 京急電鉄）の３者間において、連携協定を締結しますのでお知
らせいたします。

１，⽬的
本協定は、三浦半島地域を対象に当社と神奈川県、京急電鉄が連携し、当社の電動モビリティ導⼊

（電動キックボード、⼩型EV）やMaaS利⽤促進により地域脱炭素化の推進を図るとともに渋滞緩和、
地域活性化、災害対策強化など、地域課題の解決に取組むことを⽬的とするものです。

神奈川県は、2022 年７⽉に三浦半島地域圏を神奈川県版脱炭素モデルに設定し、今年度はモデル地域
において「再エネ利⽤促進」、「地域活性化」、「防災対策」の 3 つの観点を中⼼に地域の脱炭素化と
同時に、地域課題の解決や地域活性化に資する取組について、市町・⺠間事業者等と連携し、調査・検
討を進めています。

当社は、今回の協定締結により 3 者間の連携を強化し、積極的に利⽤拠点の増設とともに脱炭素社会
形成に即したモビリティサービスの開発、拡張を進めてまいります。

２．連携事項
主 体 主な役割

当 社 ・脱炭素社会形成に即したモビリティサービスの導⼊、開発、普及促進
・安全利⽤に向けた啓蒙活動

神奈川県 ・電動モビリティや MaaS の普及啓発・利⽤促進に向けた取組
・避難所等で、電動モビリティや充電ガレージを活⽤
・上記事項に関する市町との連携・調整

京急電鉄 ・観光 MaaS の普及に関する取組
・地域における更なる MaaS の利活⽤の検討
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 ３．導⼊モビリティ 

電動キックボード（SEA-Board）        ⼩型 EV(トヨタ C⁺POD)  

           
 
 ４．専⽤ステーション SEA-Board（2023 年 10 ⽉時点）※ 順次、増設、増⾞を計画しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今後とも当社は、多様な移動ニーズに対応、及び CO２排出削減を促す移動⼿段の構築、提供により、 
脱炭素社会の実現に向け取り組んでまいります。 

以 上 


